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現
在
の
米
民
主
党
の
危
機
は
、
20
年
前
に
部
分
的
に
似
て
い
る
。

再
選
を
果
た
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
息
子
政
権
下
で
、
共
和
党
が
連
邦
議
会

上
下
両
院
で
も
多
数
派
で
３
極
支
配
を
達
成
し
て
い
た
頃
だ
。

民
主
党
敗
北
の「
既
視
感
」 

戦
争
、信
仰
争
点
、左
旋
回

第
１
に
、
戦
争
へ
の
賛
否
が
大
統
領
選
挙
で
民
主
党
を
分
断
さ
せ

る
法
則
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
１
９
６
８
年
選
挙
）、
イ
ラ
ク
戦
争

（
２
０
０
４
年
選
挙
）、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス
紛
争
（
24
年
選
挙
）、

い
ず
れ
も
反
戦
リ
ベ
ラ
ル
派
の
台
頭
が
共
和
党
を
利
し
た
。

第
２
に
、
中
絶
の
賛
否
で
女
性
と
対
立
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
問
題
の

再
燃
だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
信
仰
の
争
点
は
常
に
亀
裂
を
生
む
。
２
０

０
４
年
に
は
同
性
婚
、
24
年
に
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
共
和
党

に
争
点
化
さ
れ
た
の
は
、
大
統
領
候
補
の
ケ
リ
ー
と
バ
イ
デ
ン
（
後

に
撤
退
）
が
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ト
ラ
ン
プ
が
24
年
に
食

い
込
ん
だ
中
南
米
系
の
労
働
者
層
も
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

第
３
に
、
大
統
領
選
挙
の
敗
北
を
受
け
て
の
左
傾
化
で
あ
る
。
民

主
党
は
大
敗
北
の
後
、
中
道
化
と
左
傾
化
を
繰
り
返
す
こ
と
で
党
勢

を
立
て
直
し
て
き
た
。
05
年
は
左
旋
回
だ
っ
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
を
支

持
し
た
穏
健
派
が
「
粛
清
」
を
受
け
、
全
国
委
員
会
委
員
長
、
下
院

議
長
な
ど
の
要
職
を
リ
ベ
ラ
ル
派
が
独
占
し
た
。
翻
っ
て
現
在
は
、

分
断
が
複
雑
化
す
る
民
主
党
の
現
在
地

─
─「
経
済
」「
文
化
」を
巡
る
３
分
類
と
イ
ス
ラ
エ
ル
要
因

党
勢
回
復
を
目
指
す
民
主
党
だ
が
、
経
済
（
労
働
者
重
視
）
と

文
化
（
社
会
正
義
実
現
）
の
間
で
路
線
の
収
斂
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

・
前
回
大
統
領
選
か
ら
重
み
を
増
す
イ
ス
ラ
エ
ル
要
因

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
特
殊
条
件
下
に
支
え
ら
れ
る
マ
ム
ダ
ニ
市
政

・
穏
健
・
リ
ベ
ラ
ル
の
旧
分
類
を
横
断
す
る
新
た
な
民
主
党
３
流
派

慶
應
義
塾
大
学
教
授

渡
辺
将
人

わ
た
な
べ　
ま
さ
ひ
と　
米
シ
カ
ゴ
大
修
士
（
国

際
関
係
論
）、
早
稲
田
大
学
博
士
（
政
治
学
）。
米

下
院
議
員
事
務
所
・
上
院
選
本
部
、
テ
レ
ビ
東
京

政
治
部
（
霞
ク
ラ
ブ
）、
北
海
道
大
学
を
経
て
現

職
。専
門
は
米
国
政
治
、比
較
政
治
。近
著
に『
ア

メ
リ
カ
映
画
の
文
化
副
読
本
』『
台
湾
の
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
』（『
臺
灣
的
民
主
』
中
国
語
版
）
な
ど
。
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主
流
派
が
党
勢
維
持
の
た
め
に
渋
々
受
け
入
れ
た
サ
ン
ダ
ー
ス
派
の

「
民
主
社
会
主
義
」
路
線
が
、
無
視
で
き
な
い
存
在
に
成
長
し
た
。

だ
が
、
20
年
前
と
の
相
違
点
も
あ
る
。
第
１
に
、
カ
リ
ス
マ
と
統

合
を
両
立
で
き
る
08
年
当
時
の
オ
バ
マ
的
候
補
の
不
在
だ
。
共
和
党

穏
健
派
や
無
党
派
は
、
社
会
の
急
進
的
左
傾
化
に
恐
怖
を
抱
き
、

嫌
々
ト
ラ
ン
プ
を
支
持
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
路
線
を
覆
す
に
は
彼
ら
も

乗
れ
る
「
真
ん
中
」
の
生
成
が
鍵
だ
が
、
分
極
化
は
そ
れ
を
許
さ
な

い
。
確
か
に
オ
カ
シ
オ
＝
コ
ル
テ
ス
（
Ａ
Ｏ
Ｃ
）
下
院
議
員
や
マ
ム

ダ
ニ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
に
は
独
特
の
カ
リ
ス
マ
が
あ
る
が
、
彼

ら
は
党
の
統
合
に
も
超
党
派
路
線
に
も
な
じ
ま
な
い
。
他
方
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ニ

ュ
ー
サ
ム
知
事
の

よ
う
な
安
定
性
は

既
存
政
治
の
肯
定

に
映
り
、
熱
狂
を

保
証
し
な
い
。

第
２
に
、
左
派

一
元
化
と
は
異
な

る
力
学
だ
。
昨
年

11
月
の
地
方
選
挙

で
も
、
マ
ム
ダ
ニ

こ
そ
左
派
だ
が
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
州
知
事
選

で
は
穏
健
派
が
勝
利
し
た（
と
も
に
女
性
）。バ
ー
ジ
ニ
ア
で
は
州
北

部
居
住
の
30
万
人
規
模
の
連
邦
職
員
と
政
府
請
負
業
者
が
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ

（
政
府
効
率
化
省
）
に
反
発
し
て
民
主
党
を
支
持
し
た
。
共
通
項
は

「
愛
国
」「
治
安
」
で
、
左
派
が
求
め
る
警
察
予
算
削
減
（
白
人
警
官

の
人
種
差
別
へ
の
反
動
）
へ
の
批
判
が
穏
健
層
に
は
響
い
た
。

第
３
に
、
共
和
党
の
強
度
だ
。
06
年
中
間
選
挙
で
の
民
主
党
大
勝

は
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
よ
る
ブ
ッ
シ
ュ
支
持
瓦
解
の
恩
恵
だ
っ
た
。
他

方
ト
ラ
ン
プ
は
、
支
持
率
は
低
い
の
に
岩
盤
は
強
固
だ
。
イ
ス
ラ
エ

ル
、
関
税
、
エ
プ
ス
タ
イ
ン
の
三
つ
の
難
題
と
イ
ラ
ン
戦
争
を
理
由

に
、「
ト
ラ
ン
プ
連
合
」（
上
図
参
照
）
の
中
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
一

部
が
離
反
し
て
い
る
の
は
事
実
だ
。だ
が
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
は
、タ
ッ
カ
ー
・

カ
ー
ル
ソ
ン
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
層
と
草
の
根
層
の
温
度

差
が
激
し
く
、
後
者
は
、
①「
永
続
的
」
戦
争
回
避
、
②
厳
し
い
貿

易
政
策
、
③
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
是
正
、
④
国
境
（
移

民
）
管
理
─
─
の
４
本
柱
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば
、
場
当
た
り
的
政
策

変
更
は
気
に
せ
ず
つ
い
て
い
く
。
現
に
各
州
予
備
選
で
ト
ラ
ン
プ
に

反
旗
を
翻
し
た
候
補
は
、
軒
並
み
刺
客
候
補
に
敗
北
し
て
い
る
。

吹
き
荒
れ
る
バ
イ
デ
ン
批
判
と
「
イ
ス
ラ
エ
ル
要
因
」

他
方
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
要
因
」の
広
範
な
影
響
は
深
刻
度
を
増
し
て

「トランプ支持者」概念図（家屋のアナロジー）
　

表層層（屋根）

大きな屋根でトランプハウスの雨漏りを防ぐ
トランプ連合（戦略的、消去法的なトランプ支持）

共和党主流派、キリスト教右派 ( 福音派からカトリック 
まで )、リバタリアン、元民主党労働者層、その他

メディア層（外壁）
外から見える壁面

インフルエンサー MAGA
保守メディア論客、YouTuber、セレブリティによる 

トランプ支持 ＋ トランプ離反「言説」

基底層（土台）
家の柱を支える岩盤

原理的 MAGA（何がなんでもトランプの草の根層）
最終的にはトランプ個人信奉だが「 ４ 本柱」を重視

（筆者作成）
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い
る
。
ネ
オ
コ
ン
を
悪
魔
化
し
て
い
れ
ば
済
ん
だ
イ
ラ
ク
戦
争
と
違

っ
て
、
民
主
党
に
も
当
事
者
性
の
あ
る
問
題
だ
か
ら
だ
。
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
肩
入
れ
す
る
ほ
ど
、
民
主
党
内
は
分
断
を
深

め
左
派
は
躍
進
し
た
。
次
期
大
統
領
選
で
ユ
ダ
ヤ
系
候
補
は
不
利
と

の
言
説
ま
で
党
内
に
は
渦
巻
く
。
そ
の
象
徴
的
な
二
つ
の
現
象
が
バ

イ
デ
ン
否
定
と
マ
ム
ダ
ニ
市
政
の
誕
生
で
あ
る
。

２
０
２
５
年
、
民
主
党
関
係
者
の
証
言
に
基
づ
く
バ
イ
デ
ン
暴
露

本
が
次
々
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
多
く
は
24
年
選
挙
を
「
認
知
問
題
の

あ
る
大
統
領
の
暴
走
出
馬
」
と
再
定
義
し
、
ハ
リ
ス
も
自
身
の
回
顧

録
で
「
被
害
者
」
と
し
て
バ
イ
デ
ン
批
判
に
手
を
染
め
た
。
元
オ
バ

マ
政
権
幹
部
の
黒
人
ロ
ビ
イ
ス
ト
は
こ
う
筆
者
に
語
る
。

「
カ
マ
ラ
の
敗
因
は
経
済
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
不
足
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
政
治
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
重
要
だ
が
、
格
差
是
正
を
最
優
先
に
し

な
い
の
は
問
題
。
だ
が
、
一
番
の
問
題
は
バ
イ
デ
ン
。
再
選
を
目
指

す
べ
き
で
は
な
く
、
開
か
れ
た
予
備
選
を
す
べ
き
だ
っ
た
。
ハ
リ
ス

は
無
能
だ
と
皆
言
う
が
、
抑
圧
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
バ
イ
デ
ン
の
責

任
。
い
ざ
大
統
領
に
な
れ
ば
彼
女
は
そ
れ
な
り
の
活
躍
を
し
た
は

ず
」し

か
し
、
本
気
で
ハ
リ
ス
が
28
年
の
再
挑
戦
を
考
え
る
な
ら
、
こ

れ
で
は
足
り
な
い
。
中
東
理
解
研
究
所
（
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｕ
）
の
世
論
調
査

で
は
、
20
年
の
バ
イ
デ
ン
支
持
者
で
24
年
に
ハ
リ
ス
に
投
票
し
な
か

っ
た
者
の
最
重
要
争
点
は
「
ガ
ザ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
暴
力
の

終
結
」（
29
％
）
で
、
３
分
の
１
以
上
（
36
％
）
は
、
ハ
リ
ス
が
「
イ

ス
ラ
エ
ル
へ
の
追
加
兵
器
供
与
を
停
止
す
る
と
約
束
し
、
ガ
ザ
に
対

す
る
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
政
策
か
ら
の
離
脱
を
誓
約
し
て
い
た
ら
」

投
票
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
答
え
た
。
バ
イ
デ
ン
か
ら
ト
ラ
ン

プ
に
支
持
が
逆
転
し
た
六
つ
の
激
戦
州
に
絞
る
と
、
ハ
リ
ス
不
支
持

の
理
由
は
「
経
済
」
33
％
に
次
い
で
「
ガ
ザ
」
20
％
で
、
イ
ス
ラ
エ

ル
要
因
が
十
分
な
影
響
を
与
え
た
。

サ
ン
ダ
ー
ス
派
「
民
主
社
会
主
義
」
台
頭
の
背
後
に
も
イ
ス
ラ
エ

ル
要
因
が
あ
る
。
彼
ら
の
本
質
は
社
会
正
義
左
派
で
、
単
な
る
格
差

是
正
の
経
済
左
派
で
は
な
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
支
援
は
外
交
政
策
で
は

な
く
社
会
正
義
争
点
で
、公
民
権
や
移
民
支
援（
Ｉ
Ｃ
Ｅ〔
移
民
関
税

執
行
局
〕
反
対
）
と
地
続
き
だ
。
彼
ら
の
強
固
な
社
会
左
派
性
を
無

視
し
た
民
主
社
会
主
義
論
は
、
マ
ム
ダ
ニ
現
象
の
本
質
を
見
誤
る
。

「
民
主
社
会
主
義
」伸
長
の
背
景　
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
ガ
ザ

米
国
の
経
済
左
派
は
「
社
会
主
義
」
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
解
き
ほ

ぐ
す
努
力
を
迫
ら
れ
て
き
た
。
社
会
主
義
は
米
国
で
は
再
分
配
を
巡

る
経
済
概
念
で
あ
る
以
前
に
、
全
体
主
義
と
い
う
政
治
概
念
の
象
徴

だ
か
ら
だ
。
そ
こ
で
サ
ン
ダ
ー
ス
は
、
社
会
主
義
か
ら
共
産
圏
の
匂

い
を
消
す
た
め
、
反
資
本
主
義
で
は
な
い
と
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
と
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峻
別
す
る
一
方
、「
所
得
格
差
の
是
正
は
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
治
の
再

復
興
」
と
訴
え
、
民
主
党
で
誰
も
が
尊
敬
す
る
過
去
の
大
統
領
の
威

光
を
利
用
し
て
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
内
在
性
を
唱
え
た
。
そ
し
て

「
民
主
社
会
主
義
」を
冠
に
し
た
第
３
政
党
で
は
な
く
、民
主
党
内
で

予
備
選
を
経
て
中
か
ら
変
え
る
方
法
を
選
ん
だ
。
マ
ム
ダ
ニ
は
こ
の

路
線
を
受
け
継
い
で
い
る
。
勝
算
の
あ
る
自
治
体
で
「
成
功
例
」
を

作
る
上
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
例
外
的
に
条
件
が
整
っ
て
い
た
。

第
１
に
州
財
政
が
安
定
し
、
か
つ
州
知
事
や
州
議
会
が
民
主
党
寄

り
で
あ
る
こ
と
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
２
０
２
７
年
度
予
算
案
総

額
は
１
２
６
０
億
ド
ル
だ
が
、
財
源
の
要
は
州
政
府
の
支
援
で
、
２

年
間
80
億
ド
ル
に
及
ぶ
。
目
玉
の
保
育
無
償
化
で
は
州
か
ら
12
億
ド

ル
の
拠
出
を
獲
得
し
た
。
第
２
に
ウ
ォ
ー
ル
街
を
筆
頭
に
し
た
大
企

業
と
特
別
な
都
市
ブ
ラ
ン
ド
だ
。
予
算
案
に
は
富
裕
層
の
所
有
す
る

別
荘
へ
の
課
税
が
盛
り
込
ま
れ
、
年
間
５
億
ド
ル
の
税
収
増
を
目
論

む
。
太
い
税
収
と
増
税
で
も
富
裕
層
を
つ
な
ぎ
止
め
ら
れ
る
ブ
ラ
ン

ド
力
は
、「
資
本
主
義
の
中
心
地
」
で
こ
そ
実
現
で
き
る
。
こ
の
モ
デ

ル
は
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
よ
う
な
産
業
が
疲
弊
し
た
州
の
自
治
体
や
ブ

ラ
ン
ド
的
「
特
別
感
」
の
薄
い
地
方
都
市
に
は
模
倣
困
難
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
マ
ム
ダ
ニ
が
強
い
の
は
経
済
政
策
だ
け
で
支
持

を
固
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
民
主
党
支
配
層
へ
の
反
動
お
よ
び
イ

ス
ラ
エ
ル
要
因
と
強
く
連
動
し
て
い
る
か
ら
だ
。
市
長
選
で
は
民
主

党
予
備
選
に
ク
オ
モ
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
が
出
馬
し
、
ウ
ォ
ー

ル
街
金
融
筋
や
富
裕
層
リ
ベ
ラ
ル
が
支
援
し
た
。
マ
ム
ダ
ニ
陣
営
は

表
で
こ
そ
イ
ス
ラ
エ
ル
を
争
点
化
し
な
か
っ
た
が
、
民
主
党
内
で
ク

オ
モ
支
持
の
ユ
ダ
ヤ
系
保
守
派
が
、
マ
ム
ダ
ニ
を
「
ハ
マ
ス
を
擁
護

す
る
反
ユ
ダ
ヤ
的
人
物
」
と
中
傷
し
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
マ
ム
ダ

ニ
支
持
の
運
動
が
燃
え
上
が
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
Ｊ
ス
ト
リ
ー

ト
系
左
派
と
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
米
国
イ
ス
ラ
エ
ル
公
共
問
題
委
員
会
）

系
保
守
派
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
系
対
立
の
象
徴
と
化
し
、
新
世
代
左
派
は

ユ
ダ
ヤ
系
の
若
者
ほ
ど
罪
悪
感
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
支
援
の
輪
を
広
げ

た
。
経
済
だ
け
で
は
マ
ム
ダ
ニ
は
勝
て
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

経
済
と
文
化
社
会
問
題
の
表
裏
一
体
化
は
、
筆
者
に
よ
る
３
分
類

（
次
頁
参
照
）
に
示
し
た
よ
う
に
分
断
の
複
雑
化
を
生
成
す
る
。

民
主
党
３
分
類 

新
世
代
、
労
働
者
、
ア
バ
ン
ダ
ン
ス

第
１
に
、
サ
ン
ダ
ー
ス
や
マ
ム
ダ
ニ
ら
の
「
新
世
代
左
派
」
だ
が
、

民
主
社
会
主
義
と
い
う
経
済
左
派
で
あ
る
と
同
時
に
、「
ウ
ォ
ー
ク
」

と
呼
ば
れ
る
社
会
正
義
や
人
種
正
義
を
訴
え
る
文
化
左
派
が
表
裏
一

体
で
あ
る
。
非
合
法
移
民
や
ム
ス
リ
ム
へ
の
共
感
な
ど
多
様
性
を
重

視
し
、
米
国
の
覇
権
性
へ
の
嫌
悪
か
ら
対
外
介
入
を
否
定
的
に
捉
え

る
。
た
だ
、
国
内
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
擁
護
や
キ
リ
ス
ト
教
の
相
対
化
と

い
っ
た
文
化
関
心
が
起
点
と
な
っ
て
お
り
、
非
西
側
主
体
の
人
権
侵
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害
に
も
厳
し
い
ペ
ロ
ー

シ
元
下
院
議
長
的
な
旧

リ
ベ
ラ
ル
の
普
遍
的
人

権
外
交
と
は
異
質
だ
。

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
警
戒
と

イ
ス
ラ
エ
ル
批
判
は
両

立
し
て
も
、
天
安
門
事

件
を
知
ら
な
い
世
代

は
、
ア
ジ
ア
ヘ
イ
ト
反

対
運
動
と
中
国
共
産
党

批
判
の
両
立
に
は
関
心

が
薄
い
。
踏
み
絵
は
、

経
済
で
は
な
く
文
化
に

あ
る
。

第
２
に
、
純
粋
に
反

貧
困
、
労
働
者
利
益
を
優
先
す
る
「
労
働
者
派
」
で
あ
る
。
民
主
党

重
鎮
評
論
家
Ｊ
・
ジ
ュ
デ
ィ
ス
と
Ｒ
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
の
共
著
『
ア

メ
リ
カ
民
主
党 

失
敗
の
本
質
』
に
代
表
さ
れ
る
路
線
で
、
労
働
者
の

利
益
と
再
配
分
を
重
視
す
る
民
主
党
の
伝
統
へ
の
回
帰
を
訴
え
る
。

た
だ
、
多
様
性
な
ど
進
歩
的
政
策
に
は
慎
重
あ
る
い
は
否
定
的
で
文

化
問
題
で
は
保
守
的
で
あ
る
。
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
を

重
視
す
る
高
学
歴
層
へ
の
労
働
者
の
不
満
を
代
弁
す
る
。

第
３
に
、
Ｅ
・
ク
ラ
イ
ン
と
Ｄ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
が
著
書
『
ア
バ
ン

ダ
ン
ス
』で
提
唱
す
る
新
技
術
活
用
と
規
制
緩
和
の
新
路
線
で
あ
る
。

経
済
成
長
と
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
を
重
視
し
、
供
給
力
を
増
す
こ
と
で

「
豊
か
さ
」の
実
現
を
目
指
す
流
派
で
、政
府
機
能
の
非
効
率
性
を
住

宅
問
題
と
気
候
変
動
を
軸
に
批
判
す
る
。
技
術
信
仰
が
強
く
、
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
の
テ
ッ
ク
企
業
や
共
和
党
の
高
学
歴
リ
バ
タ
リ
ア
ン
層

に
も
部
分
的
に
訴
求
す
る
中
道
性
が
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
、
黒
人
や

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
活
動
家
か
ら
は
、
文
化
に
無
関
心
な
経
済

単
独
流
派
と
の
批
判
が
消
え
な
い
。

民
主
党
政
治
家
は
オ
フ
レ
コ
な
ら
誰
も
が
「
経
済
が
優
先
」
と
唱

え
る
の
に
、
公
の
場
で
は
文
化
左
派
に
寄
せ
た
発
言
に
終
始
す
る
。

民
主
党
は
か
つ
て
労
働
者
政
党
だ
っ
た
が
、
公
民
権
運
動
の
政
党
で

も
あ
る
。労
働
者
票
を
奪
わ
れ
て
も
人
種
正
義
、多
様
性
は
譲
れ
ず
、

経
済
特
化
の
左
派
路
線
は
タ
ブ
ー
化
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
式
の
民

主
社
会
主
義
は
実
は
文
化
左
派
運
動
で
も
あ
り
、「
労
働
者
派
」に
は

逆
に
文
化
面
で
反
動
的
保
守
性
が
滲
み
、
火
種
を
生
ん
で
い
る
。
ア

バ
ン
ダ
ン
ス
は
新
自
由
主
義
と
揶
揄
さ
れ
、
新
世
代
左
派
、
労
働
者

派
と
相
容
れ
な
い
。
経
済
と
文
化
は
切
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
優
先
を
巡
る
争
い
に
決
着
が
つ
か
な
い
。
利
益
と
理
念
を
巡

る
究
極
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
（
拙
著
『
ア
メ
リ
カ
政
治
の
壁
』）。

表　民主党流派の分類
経済 文化 旧分類

新世代
左派

左派（社会
主義・反大
企業）

左派（アイデンティテ
ィ政治・人種正義・対
外非介入）

リベラル派（人種的少数
派、若年層、性的少数派、
労働者層）

労働者
派

左派（ニュ
ーディール
路線）

中道（DEI 批判、厳格
な移民制度改革、気候
変動軽視）

リベラル派（労組、労働
者層）、南部穏健派（文化
的保守派）

アバン
ダンス
派

中道（規制
緩和・新技
術活用）

左派～混合（気候変動
重視、アイデンティテ
ィ政治では炎上も）

穏健派（ビル・クリント
ン派、ヒラリー派）、テッ
ク産業界、環境保護団体

（筆者作成）
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次
期
大
統
領
候
補
選
び
と「
民
主
党
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」抑
止　

２
０
２
８
年
大
統
領
選
挙
の
下
馬
評
に
は
弱
い
候
補
が
乱
立
す

る
。
退
屈
な
ニ
ュ
ー
サ
ム
、
日
和
見
ハ
リ
ス
、
ユ
ダ
ヤ
系
が
足
枷
の

シ
ャ
ピ
ロ
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
知
事
）、
富
豪
プ
リ
ツ
カ
ー
（
イ
リ

ノ
イ
州
知
事
）、
ハ
リ
ス
に
ゲ
イ
を
理
由
に
候
補
か
ら
外
さ
れ
た
ブ

テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ（
前
運
輸
長
官
）、先
に
上
院
議
員
に
な
る
べ
き
Ａ
Ｏ

Ｃ
、 

大
統
領
に
法
的
に
な
れ
な
い
マ
ム
ダ
ニ
…
…
。
急
激
に
進
ん
だ

世
代
交
代
で
サ
ン
ダ
ー
ス
と
ウ
ォ
ー
レ
ン
を
継
ぐ
現
実
的
左
派
候
補

が
不
在
だ
。
ニ
ュ
ー
サ
ム
と
献
金
筋
を
奪
い
合
う
ハ
リ
ス
は
、
前
政

権
の
イ
ス
ラ
エ
ル
政
策
を
全
面
謝
罪
し
「
改
宗
」
す
れ
ば
左
派
の
受

け
皿
の
道
も
あ
る
。
ア
バ
ン
ダ
ン
ス
は
ニ
ュ
ー
サ
ム
、
ブ
テ
ィ
ジ
ェ

ッ
ジ
ら
に
肩
入
れ
す
る
が
吉
凶
は
未
知
数
だ
。
ア
バ
ン
ダ
ン
ス
の
主

要
な
論
客
は
イ
ラ
ン
戦
争
の
教
訓
を
「
全
体
主
義
的
な
神
権
政
治
体

制
が
、
ド
ロ
ー
ン
兵
器
を
用
い
て
ガ
ス
や
石
油
の
主
要
輸
送
路
を
支

配
し
、
全
世
界
の
化
石
燃
料
の
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
得
る
と
い
う
現

実
」
と
総
括
す
る
。
さ
ら
に
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
を
引
用
し
て
Ｄ
Ｏ
Ｇ

Ｅ
失
敗
の
原
因
を
法
制
化
の
乱
暴
さ
に
還
元
し
、
政
府
の
無
駄
を
省

く
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
の
理
念
は
評
価
す
る
。
だ
が
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
が
「
企
業

の
手
先
」と
批
判
す
る
ア
バ
ン
ダ
ン
ス
に
近
づ
け
ば
左
派
票
を
失
う
。

全
米
に
吹
き
荒
れ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
反
対
運
動
が
象
徴
す
る
よ
う

に
、
反
大
企
業
は
技
術
万
能
へ
の
疑
念
と
も
重
な
る
。

現
職
大
統
領
の
政
党
は
中
間
選
挙
で
敗
北
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

共
和
党
は
選
挙
区
再
編
で
下
院
の
負
け
幅
を
縮
め
る
可
能
性
も
あ

る
。
他
方
、
上
院
で
の
勝
利
に
は
ア
ラ
ス
カ
、
テ
キ
サ
ス
、
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
な
ど
優
位
州
二
つ
の
維
持
が
必
要
だ
。
イ
ラ
ン
の
「
上

書
き
」
と
し
て
の
キ
ュ
ー
バ
攻
撃
も
噂
さ
れ
る
中
、
共
和
党
は
王
道

の
経
済
争
点
を
よ
そ
に
分
断
戦
略
に
走
る
。
知
事
選
と
上
院
選
で
激

戦
の
ア
イ
オ
ワ
州
で
８
月
末
に
開
か
れ
た
共
和
党
大
集
会
に
そ
れ
は

如
実
に
表
れ
て
い
た
。
招
待
参
加
し
た
筆
者
に
違
和
感
を
与
え
た
の

は
巧
妙
な
ト
ラ
ン
プ
隠
し
で
あ
る
。
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
キ
ャ
ッ
プ
姿
は
少
な

く
、
候
補
者
も
演
説
で
大
統
領
に
触
れ
な
い
。
さ
ら
に
民
主
社
会
主

義
の
急
所
で
あ
る
経
済
と
文
化
の
表
裏
一
体
性
へ
の
攻
撃
を
強
め

た
。テ
ッ
ド
・
ク
ル
ー
ズ
上
院
議
員
は「
民
主
党
は
共
産
主
義
者
や
イ

ス
ラ
ム
主
義
者
に
乗
っ
取
ら
れ
つ
つ
あ
る
」「
緑（
イ
ス
ラ
ム
の
象
徴

色
）と
赤
の
同
盟
が
恐
ろ
し
い
」と
述
べ
、「
マ
ム
ダ
ニ
同
志

4

4

は
最
も

危
険
で
強
力
な
民
主
党
員
」と
し
て
民
主
党
の
変
質
を
煽
っ
た
。

民
主
党
の
試
金
石
は
「
民
主
党
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」
へ
の
歯
止
め
だ
。

「
高
学
歴
エ
リ
ー
ト
政
党
」
へ
の
反
発
で
労
働
者
政
策
を
熱
心
に
掲

げ
て
も
票
が
減
る
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
で
議
席
を
失
っ
た
労
働
者
派

の
良
心
ブ
ラ
ウ
ン
元
上
院
議
員
（
オ
ハ
イ
オ
州
）
が
中
間
選
挙
で
復

活
で
き
る
か
。
民
主
党
の
将
来
の
路
線
を
定
義
す
る
一
戦
に
な
る
。


